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 培地はムラシゲスクーグ（MS）培地 (1/2希釈) に2,4-D( 10-5～10-8 M) を加えたものを作成した。
作成方法としては800 mlの蒸留水にスクロース30 gとMS培地2.2 gを加えて溶かし、1000 mlにメスア



















 また、植え付け時の殺菌操作において 10％次亜塩素酸の時間を 10 分に変更した。 
 
2.3 プラントボックスへの植え替え 
 培地は 1/2MS 培地に IAA と NAA を添加したものを用い、新芽から新しい芽が分化したもののみ
を植え替えた。作成方法としては、まず 800 ml の蒸留水にスクロース 30 g と MS 培地 2.2 g を溶か
し 10-3M の NAA を 0.54 ml 加え 1000 ml にメスアップした。その後 0.1N NaOH で pH を 5.8 にし、




5.0g の寒天が入った 500 ml の三角フラスコに 500 ml 分注しアルミホイルでふたをした。その三角
フラスコとともにアルミホイルで覆ったプラントボックス、駒込ピペットをオートクレーブで滅菌




 培地には D8×K8 のものを用い、同様の方法で作成、植え替えを行った。KIN と 2,4-D は 10-6M
のものを 2.5ml ずつ加えた。 
 
3. 結果 
 今回の実験において 6 月 14 日(培養 0 週)に D7 以外に植え付けた成長点から芽が約 1 週間で観察
できた。その後成長が進み、大きくなったためプラントボックスでの観察をした(図 1)。成長速度
は試験管の時よりも速かった。 
 9月 5日(培養 12週)には 6月 14日(培養 0週)に作成した培地のD6で茎からカルスが形成された(図
2)。その後 10 月 16 日(培養 16 週)には 6 月 14 日(培養 0 週)に作成した培地 D8 で茎からカルスが形
成された。D6 の茎からカルスが形成されたものは新しい培地を作り観察をしたが大きな変化は見
られなかった。 
 8 月１日(培養 0 週)に作成した KIN と 2,4-D を組み合わせた培地(D5×K6)では 10 月 16 日(培養 11

































と NAA などのオーキシン類の影響も検討する必要があると考えた。 
 葉、茎のカルス誘導では、葉よりも茎からの方がカルスが誘導されやすい傾向が見られた。また、










 さらにカルスの増殖には時間がかなりかかることが分かった。KIN を加えた培地でも約 2 ヶ月か
かり、目標としていた安定生産には至らなかった。参考文献では種を培養し、胚様カルスを誘導し
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